
 
 地域密着型金融の取組事例（平成 26年度） 

  

 

農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

タイトル こんにゃく生産者との取引拡大に向けた推進活動 

ＪＡ名 利根沼田 （群馬県） 

 

１ 動機 

（経緯） 

こんにゃく農家に対するＪＡ存在意義の発揮や，取扱量の増加，出荷増に伴う

貯金量の増加といった観点から，こんにゃく生産者の取込みや関係強化が必要で

あることを認識し，営農・販売部と金融部による同行訪問を実施しました。 

２ 概要 ＪＡ管内全地区のこんにゃく生産者を対象とし，出荷シーズン前の 10月と，出

荷シーズンが終了する 12月に訪問活動を実施しました。 

なお，訪問は営農経済部門職員と信用部門職員が同行し実施しました。 

○10月 ＪＡ集荷の取扱量増加と農業資金のＰＲ 

○12月 販売代金入金に伴う貯金推進 

３ 成果 

（効果） 

同行訪問することにより訪問先での相互補完ができ，効率的な訪問を展開する

ことができました。 

また，こんにゃくの販売金額や貯金残高の増加にも，一定の効果があったもの

と考えられます。 

４ 今後の

予定（課題） 

事業間連携の実践により効果的な推進活動を実施することが，ＪＡ事業の伸長

につながるものと感じています。今後は，こんにゃく農家に加え果樹農家に対し

ても，この取組を展開していく予定です。 

 

  【ＪＡ営農経済総合センター】 

 

【こんにゃく畑】 

 

【推進活動の様子】 

 

【訪問後の確認・とりまとめ】 

  


